
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

●全職員による共通理解と共通実践 〇学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師９０％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図る。

○家庭学習の充実 ○毎日の家庭学習を１時間以上する生
徒の割合を７０％以上

・発達段階や能力に応じた学習内容に取り
組ませたり、家庭学習の習慣化を図るため
の手立てを工夫する。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした生徒８０％以上

・各学年担当で、年間計画に沿って道徳の
授業を実施する。
・道徳に関するアンケートの実施
・生徒全員が人権作文に取り組む。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義・いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員８８％以上

・定期的に全校生徒に生活アンケートを行
い、生徒の学校生活を把握する。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した生徒８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした生徒８０％以上

・諸行事等で活躍の場を増やし、「じぶんロ
グ」のコメントや学級通信で紹介したりし、
自己肯定感を高めさせる。
・キャリアパスポートの活用を工夫する。
・高校説明会や職業講話、職業体験等を
通して、生徒の進路意識を高める。

●「望ましい生活習慣の形成」 ○スマホやネットゲーム等の使用時間を
１日２時間未満とする生徒８０％以上

・「生活の記録」や生活アンケートを行い、
個に応じた指導や助言をする。
・参観日を利用して、親子での情報モラル
教育を実施する。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒９０％以上

・家庭科の授業や給食時間を活用した食
に関する指導をする。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○部活動の複数顧問により負担が軽減
されていると回答した教員８０％以上
○長期休業中を中心に、年間８日以上
の年休を取得した職員が８０％以上

・定時退勤日・部活動休養日を徹底する。
・部活動の複数顧問により、指導の負担を
軽減する。
・管理職が年休取得を推進するとともに、
声かけを行う。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

〇主体的に活動できる生
徒の育成

〇様々な体験活動の充実と地域や社会
貢献活動への参加

○地域や社会貢献を通して、自己有用
感や達成感を得られた生徒８０％以上
◎地域人材の活用や体験活動の充実さ
せ、肯定的な回答をした保護者８０％以
上

・生徒会活動やボランティア活動、地域活
動への積極的に参加するような呼びかけ
や活動の工夫をする。
・ひまわりプロジェクトに参加し、災害ボラ
ンティアやSDGｓの意識を高めさせる。

〇個別最適な学び

〇ICT利活用 〇校内タイピング検定合格者５０％以上 ・毎週月曜日の朝の時間タイピング練習を
行い、年に数回の検定試験日を設定する。
・教師は教科の単元の中でICTを用いた授
業計画を行う。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

重点取組
具体的取組

１　前年度

　　評価結果の概要

・教育活動全体を通して、生徒の豊かな心の育成に努めた。引き続き、いじめ防止及び不登校対策のための早期発見と早期
対応を行う。
・どの教科の学習においても、生徒が互いに考えを共有し、より良い考えを高めたり、考えを広めようとする活動を行った。今
後も継続し、協働的学びが「深い学び」となるよう、各教科の「見方・考え方」を意識した指導を行う。
・タブレット端末の更なる活用について、職員研修や授業実践を行い、学力向上のための効果的な活用について実践する。
・キャリア教育のために職業講話や職業体験学習を行った。これらの体験をもとに、生徒達が夢や目標をもって何事も取り組
み、自己実現のための学力向上やスキルを身につけさせる。

２　学校教育目標 感謝・自立・挑戦

３　本年度の重点目標

１．生徒が「湊中」でよかった。（母校への誇り、充実した学校生活、進路保障）

２．保護者・地域が「湊中」に通わせてよかった。（生き生きとした子どもの姿、進路先確保）

３．教職員が「湊中」に勤めてよかった。（風通しの良い職場環境、職能向上）

学校名 唐津市立湊中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり


